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令和３年度 あやの台保育園事業計画 

１．概要 

 ①運営方針  

  ●育児休業を取得される方が多くなり、１歳児からの入園を希望される方が年々増加していま

す。また３歳児以上の２号認定の希望者も多いことから併設の幼保連携型認定こども園あや

の台幼稚園とも連携し、受け入れ人数の調整を行っていきます。 

２０２１年４月より公立園2園の統廃合により橋本市南西地域に公私連携型のこども園が開

致します。市内の子どもの数も地域により大きくばらつきがみられるため、園児獲得が厳し

い状態になってきていますので、市内で選ばれる園となるよう一層の保育・教育の充実を図

り、またそのための人材育成にも努めていきます。 

  ●主任保育士の育児休暇復帰に伴い、新たなリーダーの育成を積極的に行っていきます。 

正規職員の退職はありませんでしたが、２名の産休、育児休暇取得などもあり引き続き人材

の確保に努めて参ります。現在就業中の若手保育者のリーダー起用などで意識向上を図り、

パート職員の研修の充実によるスキルアップに取り組み、又子育て中の職員も就労しやすい

環境づくりに努めていきます。 

  ●新型コロナウィルス感染拡大防止対策を講じながら次年度も保護者と連携して行い、行事等

の実施や内容についても検討していきます。また「新型コロナウィルス感染症緊急包括支援

事業」で購入した備品等を引き続き使用し有効活用していきます。 

●経年劣化の見られる園内外（床、壁、屋根、設備機器）等の必要な箇所から順次補修、入れ

替えを実施します。 

 

②定員   １１０名  合計１２５名（定数外１５名） 

 

③事業日数 ２９４日（日・祝日及び１２月２９日～１月３日は休園とします） 

 

④開園時間 平 日 ７：００～１９：００   

土曜日 ７：００～１８：００ 

 

⑤保育時間 

 平日 早朝保育 ７：００～ ８：３０   土曜日 早朝保育 ７：００～ ８：３０ 

     保育短時間 ８：３０～１６：３０      保育短時間 ８：３０～１６：３０ 

保育標準時間７：００～１８：００      保育標準時間７：００～１８：００     

     延長保育１８：００～１９：００        

 

⑥職員数 

 園長１名、主任保育士１名、看護師２名、保育士１９名（うちパート保育士８名） 

 保育補助２名、栄養士２名、調理員３名、その他６名 
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２．保育運営  

 ①保育理念 

  ●子どもは子ども同士認め合い、助け合い、励まし合い、学び合う子ども社会の中で成長する

ことが望ましいと考えます。 

 ●私達は、子どもの個性･人格を尊重し、自立を促し、日々の生活の中で家族とともにその成

長・発達の援助を行います。 

 

 ②保育方針 

●子ども達がいきいきと生活、活動できる環境を整える 

●自分らしく生き抜いていく土台を培う 

●立腰保育・教育で心と体を整える 

 

 ③保育目標 

  ●友だちと助けあえる子 

  ●心身ともに健康な子 

  ●失敗を恐れず、色んなことにチャレンジできる子 

  ●優しさや思いやりのある子 

  ●腰骨を立てる 躾の三原則（挨拶は自分から先にします、返事はハイとはっきりします、 

履物を揃え椅子は入れます） 

 

④クラス体制 

  ０歳児     ９名  保育士      ３名 

  １歳児    ２１名  保育士・看護師  ５名（１歳児加配２名） 

  ２歳児    ２３名  保育士      ４名 

  ３歳児    ２４名  保育士      ２名   

４歳児    ２４名  保育士      １名 

  ５歳児    ２４名  保育士      １名 

  合計園児数 １２５名  保育士・看護師 １６名 

 

  園長          １名 

  主任保育士       １名 

  延長保育担当保育士   ２名（パート保育士２名） 

  一時預かり事業（一般型）１名 

  地域子育て支援拠点事業 ３名（うちパート保育士等２名） 

病後児保育事業     １名（看護師）※ 

  保育補助、その他    ４名 
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⑤保育内容 

 ●保育理念･方針･目標に沿った全体の計画を基に、よりよい環境を整え、心身ともにたくましく

健康で、人間性豊かな子どもを育てるために下記のことを行います。 

 次年度は基本的には、新型コロナウィルス感染拡大防止対策として日頃行っている少人数やグ

ループに分けての丁寧な保育を継続し環境づくりに努めます。 

●教育哲学者 森信三先生提唱の「腰骨を立てる」（立腰教育）を基に、「挨拶は自分から先にし

よう」「返事はハイとはっきりしよう」「履物を揃え、イスをいれよう」の躾の三原則も大人が

手本となり、根気強く日々積み重ねていきます。 

 ●乳児クラスは落ち着いた良好な環境の中で、保育士の愛着関係のもと安心して過ごせるよう、

子ども一人ひとりの発達、状況に合わせた関わりを大切に、少人数のグループで過ごすように

します。なお、愛着関係を大切にする「ふれあい遊び・運動遊び」を朝会の前に毎日取り入れ

ていきます。 

●石井方式幼年国語教育（漢字仮名まじり絵本等）を実践し、漢字と平仮名を生活や遊びの中に

意識して取り入れ、文字をイメージでとらえ、興味を示すことにより、想像力豊かな本好きの

子どもに育てます。朗唱することでしっかりと声を出し、心と身体の活性化を図ります。 

地域の小中学校でも現在読書離れが課題となっていますので、引き続き絵本の読み聞かせや本

に触れる機会を大切にしていきます。百玉算盤や時計などを用いて数字や時刻にも興味を持て

るようにしていきます。 

●定着した朝の運動遊びでは更なる体力づくりや、「感覚統合」の考え方を意識し活動の内容を

充実させます。また、日中は園外遊歩道やあやの台中央公園を活用し子ども達がしっかり体を

動かせるような環境設定に留意します。夕方の保育でも子ども達が楽しんで体を動かす機会を

増やしていきます。 

●造形（絵画）活動により表現力や想像力を豊かに育み、また展示の工夫をすることで子ども達

が更に意欲的に取り組めるようにしていきます。 

●給食室との連携を積極的に深め、年間食育計画に基づき食育活動に取り組みます。野菜栽培や

収穫、クッキング活動、家庭への情報発信（おたより、掲示）など啓蒙活動を継続して行いま

す。親子でのクッキングや栄養士による話の機会（年 2 回）を設けて親子で食に関わってもら

えるようにします。 

●保育理念にある子どもの発達や個人差、また、国籍や文化の違いなど、子どもの個性人格を尊 

重し、人権に配慮した保育を行うことを職員全体で確認します。又、全国人権擁護委員連合 

会のリーフレット「種をまこう」を使って人権年間計画を作成し年間を通じて人権保育に取り 

組みます。上記内容も含む現在近隣の小学校で取り組まれている「ＥＳＤ」（持続可能な社会 

開発のための教育）にもあやの台幼稚園とともに行っていきます。 

●自然あそびを通して五感を働かせ想像力を育んだり、地域の人と触れ合ったり自然を大切に思

う気持ちを育てていきます。（橋本市郷土の森学習体験棟「ひだまりの郷」や「矢倉脇」での

森あそび、竹切り体験など） 
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●日本赤十字社の紙芝居やワークの時間を年６回設け、防災についての理解や知識を深める機会

を作ります。 

 

⑥家庭との連携 ※感染症の拡大等、状況に合わせて以下の内容を実施する予定です。 

 ●年度初めのクラス懇談会において、保育理念、目標、保育内容（育みたい資質・能力）、立腰

教育、基本的な生活習慣の重要性についてレジュメやおたよりを作成して内容を保護者に伝え

ます。年２回の個人懇談、保育参加後の面談等で、保護者の思いを聞き取りながら、子どもの

育ちを双方でしっかりと伝え合い、子育てを家庭と連携を図ります。 

 ●日々の送迎時には、一日の子どもの様子を伝えたり、保護者の思いを聞き入れたり丁寧に対応

します。 

●感染症の状況を見ながら可能な中で保育参加など保護者に積極的な参加を促し、園での子ども

の様子を見たり、共に給食を食べたりして頂き、園の保育についてより理解を深めてもらう機

会作りに努めます。アンケートを実施し感想や意見も聞いていきます。 

 ●ホームページやおたより、掲示物やメール配信などリアルタイムの情報発信を行います。 

 ●園行事や環境整備等保護者に積極的な参加を促し、園や保護者同士の相互理解が深まるように

します。 

 ●保護者に向けた催しや親子で一緒に遊び体験できるイベントや講座の開催を積極的に行いま

す。（お菓子作り・和食について、防災についてなど） 

 

⑦人材育成 

 ●全職員が、子どもの年齢に応じた保育のねらいや内容を理解し、保育の一日の流れや保育方法

など園長、主任保育士、各クラスリーダーが中心となり、日々確認し周知徹底を図ります。 

●個別の研修計画を基に法人内研修や外部の研修会にも積極的に参加します。また、園内研修を

月１回行い、全職員の専門職としての知識や技術の向上を図ります。 

特に非常勤職員は勤務時間等が異なるため、研修時間等を工夫し機会を増やし、スキルアップ

に努めます。  

キャリアアップ対象の職員には県主催の研修に計画的に参加していきます。 

 ●研修内容によっては zoom や録画映像を利用するなどし、多くの職員が参加できるように工夫

していきます。 

 ●立腰教育については子どもの年齢ごとの年間計画を立て、毎月の会議や少人数での実践研修を

行い、全職員の共通理解・認識の下、徹底して進めていきます。尚、職場の三原則（場を清め

る、時を守る、礼を正す）も徹底していきます。 

 ●人権プログラム、障がい（感覚統合）についても外部講師による研修などで具体的に学び、意

識を高めます。 

 ●研修計画に基づき、看護師による保健研修を月１回行います。実技研修（救命救急・ＳＩＤＳ・

感染症対応・アレルギー対応・災害時の対応・運動・リトミック・音楽・歌唱・絵画など）も

積極的に行います。 

●「橋本市私立園会」などでの研修会の実施（年２回）や職員間の交流（年３回）なども状況を
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見て行います。尚、５歳児の交流運動会については検討中です。 

 ●園内の知りえた情報は速やかに園長、主任保育士に報告・連絡・相談を徹底し、全職員が共有

できる組織体制づくりに努めます。 

 

⑧地域の実態に対応した事業 ※感染症の拡大等、状況に合わせて以下の事業を実施予定です。 

 地域子育て支援拠点事業「ポトフのおなべ」 

 ●市の広報誌の地域子育て支援センター欄や当園のホームページやメールにて、子育て支援セン

ターの日程や子育て情報なども配信し、多くの地域の方が利用できるよう積極的な広報を行い

ます。 

●ルーム開放（週５回）や親子登園（月４回）、園庭開放（月２回）、地域への出張保育（月４回）、

月毎の子育ての集い、おはなし広場（月１回）などをさらに多くの地域の方に利用して頂ける

ように内容の充実を図ります。また、地域のサークルの支援（随時）にも積極的に関わってい

きます。 

●橋本市市民病院内や市の健康相談時に遊びの提供や出産後やお子さん連れのお母さんへの悩

み相談など在宅児親子の支援も行います。（月２回） 

●市の保健師と栄養士による離乳食等の相談（年３回）、歯科衛生士の相談（年２回）の機会を

設けます。 

●市の保健師や家庭児童相談員、地域の自治会、民生委員、人権擁護委員や老人クラブとの密な

連携を図り、保護者や子どもの支援や交流を行います。（要保護対策協議会、発達相談等） 

 ●地域の子育て家庭を対象に幼稚園と合同の説明会や体験保育を行い、親子のふれあい遊びや絵

本紹介などのコーナーの充実、給食、おやつのレシピ等の情報提供を行います。 

 ●橋本市家庭教育支援チーム（ヘスティア）へ依頼し、講座やワークショップの開催を行います。 

 ●橋本市の子育て支援関係者交流会や研修会にも積極的に参加し、情報交換や知識を深めます。 

 

 その他の事業 ※感染症の拡大等、状況に合わせて以下の事業を実施予定です。 

 ●病後児保育室については、市内の保育園、幼稚園、こども園へ案内を配布するなど引き続き広

報していきます。 

●中、高校生の職業体験学習、学生、ボランティアの受け入れを引き続き行います。 

●地域の幼保小中高校との交流（公開保育、授業参観、行事への参加など）や職員の情報交換を

します。また中学校区の教育関係者や地域の方と毎月のミーティングを行い、共育コミュニテ

ィ活動（共育ミニ集会、リサイクル活動として古着を難民キャンプに届ける“服の力プロジェ

クト”、地域清掃、子どもの居場所づくりのため小学校の土曜講座やサマーチャレンジの参画

など）も積極的に行います。自治会や児童民生委員、老人クラブとの連携、協力も積極的に行 

います。 

●小学校の体育館やプールを積極的に利用し、就学の環境に慣れる機会を作っていきます。 

●就学前には５歳児の保護者向けに小学校校長より話をしてもらう機会を継続して設けます。 

 ●毎月の市の移動図書館（ブッキー号）の来園時に、園児や地域の方にも貸し出し図書の利用が

できるようにするとともに、図書館長と子育て支援担当が連携を図り、絵本や紙芝居の読み聞
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かせを行い、絵本に触れる機会を多く持ってもらえるようにします。（月１回） 

 ●同地域内の小学校の学童保育利用の児童との遊び等の交流を行います。 

 

  

 

⑨苦情処理 

●苦情解決窓口（苦情受付担当者を松山利加、解決責任者を武藤廣茂とします）、第三者委員（２

名）の設置を掲示等で保護者に知らせます。 

●ご意見 BOX を設置し、頂いた保護者からの意見・要望については検討し、おおむね 24 時間以

内に回答します。対応に時間を要する内容については、途中経過を掲示板等で知らせます。 

 

⑩リスクマネジメント 

●危機管理マニュアル（災害、防犯、感染症、食中毒、衛生など）園長主導のもと再度見直し整

備を行い、毎月の職員会議及び園内研修で周知、徹底します。また非常災害対応については、

4 月のクラス懇談会やおたより等で保護者にお知らせします。 

●事故防止のために園内にビデオを設置（４か所）し、マニュアルを整備し、園内研修（SIDS、

救急救命等）を定期的に行い、職員の安全に対する意識を向上させます。園内・園外の危険マ

ップについては、年度内に職員で見直しを行い、周知します。また、事例を職員間で話し合い

（月一回）を行い、同じ事故や怪我などが続かないように徹底します。 

●施設内外の設備、用具等の清掃、消毒・点検を毎日行い、看護師が担当者として衛生管理に努

めます。 

 ●年 2 回の総合訓練や消防点検また年 1 回の不審者対応など、消防や警察などの関係機関と連携

し、災害、不審者に備えます。また、地域の自治会などやあやの台小学校、消防警察と連携し、

総合防災訓練を実施します。非常用の備蓄品は３日分（アレルギー用も備蓄）、厨房が使用で

きない場合等は、委託業者の連携先のＵサービスで対応します。                      

 ●新型コロナウィルス感染症をはじめ感染症発症や不審者などの情報については、リアルタイム

なメール配信と掲示により保護者に伝え、市、関係機関とも連携し対処します。 

 

⑪設備の改善及び物品購入について 

 ・床、壁（クロス）、屋根等の塗り替え、補修 約５００万円 

 ・施設機器の順次改修（空調、調理機器等） 

 

※緊急度の高いものより財務状況を鑑みながら順次進めていきます。 


